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(57)【要約】
【課題】中小型のＴＦＴ液晶表示パネルに対して適用可
能なドット反転駆動方法及びオーバードライブ駆動方法
を実現し、中小型のＴＦＴ液晶表示パネルの表示品質を
改善し、消費電力を低減する液晶表示装置を提供する。
【解決手段】奇数行のゲートラインを駆動する第１ゲー
トドライバ群４００と、偶数行のゲートラインを駆動す
るゲートドライバ群５００とをＬＣＤパネル６００の左
右側部に設けて、各ゲートドライバ群を駆動する１／２
画面分のゲート駆動期間毎にドット反転駆動を行うよう
にした。また、駆動制御部７００により、その１つ置き
のドット反転駆動期間毎に、今回表示用の画像データと
次回表示用の画像データ間の電圧差の絶対値に基づいて
重畳電圧を設定するオーバードライブ駆動を行うように
した。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のゲートラインと、
　複数のソースラインと、
　１画面分の画像信号を表示する画像表示期間に前記複数のゲートラインのうち奇数行の
ゲートラインを複数回駆動する第１のゲート駆動部と、
　前記画像表示期間に前記複数のゲートラインのうち偶数行のゲートラインを複数回駆動
する第２のゲート駆動部と、
　入力される画像信号により前記複数のソースラインを駆動するソース駆動部と、
　前記複数回駆動期間のうち任意の駆動期間に画像信号レベルに応じた任意の電圧を重畳
した画像信号を前記ソース駆動部に出力する駆動制御部と、
　を具備することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記複数のゲートラインは第１方向に延長され、前記第１方向と直交する第２方向に配
列され、
　前記複数のソースラインは前記第２方向に延長され、前記第１方向に配列されることを
特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１のゲート駆動部及び前記第２のゲート駆動部は、前記画像表示期間に前記奇数
行のゲートライン及び前記偶数行のゲートラインを２回ずつ交互に駆動し、
　前記駆動制御部は、該２回の駆動期間のうち１回目の駆動期間に２回目の駆動期間に表
示する画像信号レベルに応じた任意の電圧を重畳した画像信号を前記ソース駆動部に出力
すること、
　を特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記駆動制御部は、
　１／２画面分の画像信号を前記駆動期間毎に交互に記憶する第１の記憶領域及び第２の
記憶領域を有するフレームメモリと、
　１ライン分の画像信号を記憶するラインメモリと、
　前回に前記第１の記憶領域又は前記第２の記憶領域に記憶した前記１／２画面分の画像
信号レベルと、今回に前記ラインメモリに記憶した画像信号レベルとを比較し、該比較結
果に基づいて前記任意の電圧を設定する重畳電圧設定部と、
　を具備することを特徴とする請求項３記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記重畳電圧設定部は、
　前記第１の記憶領域又は前記第２の記憶領域に記憶した前記１／２画面分の画像信号レ
ベルと前記ラインメモリに記憶した画像信号レベルとを比較し、各画像信号レベル間の電
圧差を出力する画像信号比較部と、
　前記画像信号比較部により出力された電圧差及び該電圧差の絶対値と前記１／２画面分
の画像信号レベルに基づいて重み付けした前記任意の電圧を記憶する重畳電圧記憶部と、
　を具備することを特徴とする請求項４記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記駆動制御部は、前記第１のゲート駆動部の駆動期間及び前記第２のゲート駆動部の
駆動期間毎に前記第１の記憶領域又は前記第２の記憶領域に記憶した前記１／２画面分の
前記画像信号を前記ソース駆動部に出力すること、
　を特徴とする請求項４記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記駆動制御部は、前記ソース駆動部に出力する前記１／２画面分の画像信号の極性を
前記第１のゲート駆動部の駆動期間及び前記第２のゲート駆動部の駆動期間毎に反転する
こと、
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　を特徴とする請求項６記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記駆動制御部は、前記ソース駆動部に出力する前記１／２画面分の画像信号の極性を
連続する前記２回の駆動期間は同極とし、該２回の駆動期間毎に反転すること、
　を特徴とする請求項３記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記複数のソースラインと前記複数のゲートラインとが交差する領域に形成された複数
の画素のうち偶数列の画素と奇数列の画素を１本の前記ゲートラインに対して交互に上下
に配置し、
　前記第１のゲート駆動部は前記奇数行のゲートラインの一方の端部側に配置し、前記第
２のゲート駆動部は前記第１のゲート駆動部と対向する前記偶数行のゲートラインの他方
の端部側に配置したこと、
　を特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　複数のゲートラインと、
　複数のソースラインと、
　１／２画面分の画像信号を走査する走査期間を複数の走査期間に分割し、該分割した走
査期間のうち第２のゲート駆動部が駆動しない走査期間毎に前記複数のゲートラインのう
ち奇数行のゲートラインを駆動する第１のゲート駆動部と、
　前記第１のゲート駆動部が駆動しない前記走査期間毎に前記複数のゲートラインのうち
偶数行のゲートラインを駆動する第２のゲート駆動部と、
　入力される画像信号により前記複数のソースラインを駆動するソース駆動部と、
　前記分割した複数の走査期間のうち任意の分割した駆動期間に画像信号レベルに応じた
任意の電圧を重畳した前記１／２画面分の画像信号を前記ソース駆動部に出力する駆動制
御部と、
　を具備することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記複数のゲートラインは第１方向に延長され、前記第１方向と直交する第２方向に配
列され、
　前記複数のソースラインは前記第２方向に延長され、前記第１方向に配列されることを
特徴とする請求項１０記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記第１のゲート駆動部及び前記第２のゲート駆動部は、前記１／２画面分の画像信号
を走査する走査期間を２つの走査期間に分割し、該走査期間毎に前記奇数行のゲートライ
ン及び前記偶数行のゲートラインを交互に駆動し、
　前記駆動制御部は、前記２つの走査期間のうち一方の走査期間に前記任意の電圧を重畳
した前記１／２画面分の画像信号を前記ソース駆動部に出力すること、
　を特徴とする請求項１０記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記駆動制御部は、前記ソース駆動部に出力する画像の極性を１つの駆動期間毎に反転
させることを特徴とする請求項１２記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記第１のゲート駆動部及び前記第２のゲート駆動部は、前記１／２画面分の画像信号
を走査する走査期間を４つの走査期間に分割し、該走査期間毎に前記奇数行のゲートライ
ン及び前記偶数行のゲートラインを交互に駆動し、
　前記駆動制御部は、前記４つの走査期間のうち連続する２つの走査期間に前記任意の電
圧を重畳した前記１／２画面分の画像信号を前記ソース駆動部に出力すること、
　を特徴とする請求項１０記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記駆動制御部は、前記ソース駆動部に出力する画像信号の極性を前記分割した１走査
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期間毎又は２走査期間毎に反転すること、
　を特徴とする請求項１４記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　前記駆動制御部は、
　１／２画面分の画像信号を前記走査期間毎に交互に記憶する第１の記憶領域及び第２の
記憶領域を有するフレームメモリと、
　１ライン分の画像信号を記憶するラインメモリと、
　前回に前記第１の記憶領域又は前記第２の記憶領域に記憶した前記１／２画面分の画像
信号レベルと、今回に前記ラインメモリに記憶した画像信号レベルとを比較し、該比較結
果に基づいて前記任意の電圧を設定する重畳電圧設定部と、
　を具備することを特徴とする請求項１０記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記重畳電圧設定部は、
　前記第１の記憶領域又は前記第２の記憶領域に記憶した前記１／２画面分の画像信号レ
ベルと前記ラインメモリに記憶した画像信号レベルとを比較し、各画像信号レベル間の電
圧差を出力する画像信号比較部と、
　前記画像信号比較部により出力された電圧差及び該電圧差の絶対値と前記１／２画面分
の画像信号レベルに基づいて重み付けした前記任意の電圧を記憶する重畳電圧記憶部と、
　を具備することを特徴とする請求項１６記載の液晶表示装置。
【請求項１８】
　前記複数のソースラインと前記複数のゲートラインとが交差する領域に形成された複数
の画素のうち偶数列の画素と奇数列の画素を１本の前記ゲートラインに対して交互に上下
に配置し、
　前記第１のゲート駆動部は前記奇数行のゲートラインの一方の端部側に配置し、前記第
２のゲート駆動部は前記第１のゲート駆動部と対向する前記偶数行のゲートラインの他方
の端部側に配置したこと、
　を特徴とする請求項１０記載の液晶表示装置。
【請求項１９】
　複数のゲートラインと、
　複数のソースラインと、
　前記１画面分の画像信号を走査する走査期間に前記複数のゲートラインを駆動するゲー
ト駆動部と、
　入力される画像信号により前記複数のソースラインを駆動するソース駆動部と、
　前記ソース駆動部に入力する画像信号の極性を水平走査期間毎に反転する駆動制御部と
、
　を具備することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２０】
　前記複数のゲートラインは第１方向に延長され、前記第１方向と直交する第２方向に配
列され、
　前記複数のソースラインは前記第２方向に延長され、前記第１方向に配列されることを
特徴とする請求項１９記載の液晶表示装置。
【請求項２１】
　前記駆動制御部は、任意の前記走査期間に任意の電圧を重畳した画像信号を前記ソース
駆動部に入力すること、
　を特徴とする請求項１９記載の液晶表示装置。
【請求項２２】
　前記駆動制御部は、
　前記１画面分の画像信号を記憶するフレームメモリと、
　１ライン分の画像信号を記憶するラインメモリと、
　前回に前記フレームメモリに記憶した前記１画面分の画像信号レベルと、今回に前記ラ
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インメモリに記憶した画像信号レベルとを比較し、該比較結果に基づいて前記任意の電圧
を設定する重畳電圧設定部と、
　を具備することを特徴とする請求項２１記載の液晶表示装置。
【請求項２３】
　前記重畳電圧設定部は、
　前記フレームメモリに記憶した前記１画面分の画像信号レベルと前記ラインメモリに記
憶した画像信号レベルとを比較し、各画像信号レベル間の電圧差を出力する画像信号比較
部と、
　前記画像信号比較部により出力された電圧差及び該電圧差の絶対値と前記１画面分の画
像信号レベルに基づいて重み付けした前記任意の電圧を記憶する重畳電圧記憶部と、
　を具備することを特徴とする請求項２２記載の液晶表示装置。
【請求項２４】
　前記複数のソースラインと前記複数のゲートラインとが交差する領域に形成された複数
の画素のうち偶数列の画素と奇数列の画素を１本の前記ゲートラインに対して交互に上下
に配置し、
　前記ゲート駆動部は前記ゲートラインの一方の端部側に配置したこと、
　を特徴とする請求項１９記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ドット反転駆動方法及びオーバードライブ駆動方法を用いる液晶表示装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を利用した液晶表示パネル（以下、ＴＦＴ液晶表示パネル
という）は、携帯電話機、パーソナルコンピュータや家電製品等の電子機器に多く利用さ
れている。ＴＦＴ液晶表示パネルでは、画像の表示品質や電力消費を改善するための駆動
方法として、隣接する画素間で印加する電圧の極性を反転させるドット反転駆動方法や画
像信号に任意の電圧を重畳して液晶の応答時間を短縮するオーバードライブ駆動方法が利
用されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１に記載されたドット反転駆動方法を利用する液晶表示装置では、画
素配列を千鳥構造とし、１フレーム毎にかつデータ線毎に画素に印加する電圧の正負極性
を反転させている。
【０００４】
　また、例えば、特許文献２に記載されたドット反転駆動方法を利用するアクティブマト
リクス型液晶表示装置では、各画素を走査配線方向に一列に並ぶように配列した４個のサ
ブ画素から構成し、隣接する同色のサブ画素を制御するスイッチング素子を異なる走査配
線に接続し、選択する走査線が変わる度に信号線に出力するデータ信号の極性を反転させ
ている。
【０００５】
　また、例えば、特許文献３に記載されたオーバードライブ駆動方法を利用する液晶表示
装置の駆動方法では、画素をオンする前の走査線にプレチャージ電圧をかけ、また、画素
をオンする走査線に共通電極の電圧に応じたバイアスをかけるようにしている。
【０００６】
　しかし、特許文献１～特許文献３の液晶表示装置において利用されるドット反転駆動方
法及びオーバードライブ駆動方法は、主に回路規模や消費電力に余裕がある大型のＴＦＴ
液晶表示パネルに適した技術であり、回路規模が小さく低消費電力が要求される中小型の
ＴＦＴ液晶表示パネルには適さない技術である。
【特許文献１】特開２００６－７１８９１号公報
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【特許文献２】特開２００６－１０６０６２号公報
【特許文献３】特開２００５－２９２７９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の一実施形態によれば、中小型のＴＦＴ液晶表示パネルに対して適用可能なドッ
ト反転駆動方法及びオーバードライブ駆動方法を実現し、中小型のＴＦＴ液晶表示パネル
の表示品質を改善し、消費電力を低減する液晶表示装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一実施形態に係る液晶表示装置によれば、複数のゲートラインと、複数のソー
スラインと、１画面分の画像信号を表示する画像表示期間に前記複数のゲートラインのう
ち奇数行のゲートラインを複数回駆動する第１のゲート駆動部と、前記画像表示期間に前
記複数のゲートラインのうち偶数行のゲートラインを複数回駆動する第２のゲート駆動部
と、入力される画像信号により前記複数のソースラインを駆動するソース駆動部と、前記
複数回駆動期間のうち任意の駆動期間に画像信号レベルに応じた任意の電圧を重畳した画
像信号を前記ソース駆動部に出力する駆動制御部と、を具備したことを特徴とする。
【０００９】
　また、前記複数のゲートラインは第１方向に延長され、前記第１方向と直交する第２方
向に配列され、前記複数のソースラインは前記第２方向に延長され、前記第１方向に配列
されてもよい。
【００１０】
　また、前記第１のゲート駆動部及び前記第２のゲート駆動部は、前記画像表示期間に前
記奇数行のゲートライン及び前記偶数行のゲートラインを２回ずつ交互に駆動し、前記駆
動制御部は、該２回の駆動期間のうち１回目の駆動期間に２回目の駆動期間に表示する画
像信号レベルに応じた任意の電圧を重畳した画像信号を前記ソース駆動部に出力してもよ
い。
【００１１】
　また、前記駆動制御部は、１／２画面分の画像信号を前記駆動期間毎に交互に記憶する
第１の記憶領域及び第２の記憶領域を有するフレームメモリと、１ライン分の画像信号を
記憶するラインメモリと、前回に前記第１の記憶領域又は前記第２の記憶領域に記憶した
前記１／２画面分の画像信号レベルと、今回に前記ラインメモリに記憶した画像信号レベ
ルとを比較し、該比較結果に基づいて前記任意の電圧を設定する重畳電圧設定部と、を具
備してもよい。
【００１２】
　また、前記重畳電圧設定部は、前記第１の記憶領域又は前記第２の記憶領域に記憶した
前記１／２画面分の画像信号レベルと前記ラインメモリに記憶した画像信号レベルとを比
較し、各画像信号レベル間の電圧差を出力する画像信号比較部と、前記画像信号比較部に
より出力された電圧差及び該電圧差の絶対値と前記１／２画面分の画像信号レベルに基づ
いて重み付けした前記任意の電圧を記憶する重畳電圧記憶部と、を具備してもよい。
【００１３】
　また、前記駆動制御部は、前記第１のゲート駆動部の駆動期間及び前記第２のゲート駆
動部の駆動期間毎に前記第１の記憶領域又は前記第２の記憶領域に記憶した前記１／２画
面分の前記画像信号を前記ソース駆動部に出力してもよい。
【００１４】
　また、前記駆動制御部は、前記ソース駆動部に出力する前記１／２画面分の画像信号の
極性を前記第１のゲート駆動部の駆動期間及び前記第２のゲート駆動部の駆動期間毎に反
転してもよい。
【００１５】
　また、前記駆動制御部は、前記ソース駆動部に出力する前記１／２画面分の画像信号の
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極性を連続する前記２回の駆動期間は同極とし、該２回の駆動期間毎に反転してもよい。
【００１６】
　また、前記複数のソースラインと前記複数のゲートラインとが交差する領域に形成され
た複数の画素のうち偶数列の画素と奇数列の画素を１本の前記ゲートラインに対して交互
に上下に配置し、前記第１のゲート駆動部は前記奇数行のゲートラインの一方の端部側に
配置し、前記第２のゲート駆動部は前記第１のゲート駆動部と対向する前記偶数行のゲー
トラインの他方の端部側に配置してもよい。
【００１７】
　また、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置によれば、水平方向に形成されて垂直方
向に配列された複数のゲートラインと、垂直方向に形成されて水平方向に配列された複数
のソースラインと、１／２画面分の画像信号を走査する走査期間を複数の走査期間に分割
し、該分割した走査期間のうち第２のゲート駆動部が駆動しない走査期間毎に前記複数の
ゲートラインのうち奇数行のゲートラインを駆動する第１のゲート駆動部と、前記第１の
ゲート駆動部が駆動しない前記走査期間毎に前記複数のゲートラインのうち偶数行のゲー
トラインを駆動する第２のゲート駆動部と、入力される画像信号により前記複数のソース
ラインを駆動するソース駆動部と、前記分割した複数の走査期間のうち任意の分割した駆
動期間に画像信号レベルに応じた任意の電圧を重畳した前記１／２画面分の画像信号を前
記ソース駆動部に出力する駆動制御部と、を具備することを特徴とする。
【００１８】
　また、前記複数のゲートラインは第１方向に延長され、前記第１方向と直交する第２方
向に配列され、前記複数のソースラインは前記第２方向に延長され、前記第１方向に配列
されてもよい。
【００１９】
　また、前記第１のゲート駆動部及び前記第２のゲート駆動部は、前記１／２画面分の画
像信号を走査する走査期間を２つの走査期間に分割し、該走査期間毎に前記奇数行のゲー
トライン及び前記偶数行のゲートラインを交互に駆動し、前記駆動制御部は、前記２つの
走査期間のうち一方の走査期間に前記任意の電圧を重畳した前記１／２画面分の画像信号
を前記ソース駆動部に出力してもよい。
【００２０】
　また、前記駆動制御部は、前記ソース駆動部に出力する画像の極性を１つの駆動期間毎
に反転させてもよい。
【００２１】
　また、前記第１のゲート駆動部及び前記第２のゲート駆動部は、前記１／２画面分の画
像信号を走査する走査期間を４つの走査期間に分割し、該走査期間毎に前記奇数行のゲー
トライン及び前記偶数行のゲートラインを交互に駆動し、前記駆動制御部は、前記４つの
走査期間のうち連続する２つの走査期間に前記任意の電圧を重畳した前記１／２画面分の
画像信号を前記ソース駆動部に出力してもよい。
【００２２】
　また、前記駆動制御部は、前記駆動制御部は、前記ソース駆動部に出力する画像信号の
極性を前記分割した１走査期間毎又は２走査期間毎に反転してもよい。
【００２３】
　また、前記駆動制御部は、１／２画面分の画像信号を前記走査期間毎に交互に記憶する
第１の記憶領域及び第２の記憶領域を有するフレームメモリと、１ライン分の画像信号を
記憶するラインメモリと、前回に前記第１の記憶領域又は前記第２の記憶領域に記憶した
前記１／２画面分の画像信号レベルと、今回に前記ラインメモリに記憶した画像信号レベ
ルとを比較し、該比較結果に基づいて前記任意の電圧を設定する重畳電圧設定部と、を具
備してもよい。
【００２４】
　また、前記重畳電圧設定部は、前記第１の記憶領域又は前記第２の記憶領域に記憶した
前記１／２画面分の画像信号レベルと前記ラインメモリに記憶した画像信号レベルとを比
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較し、各画像信号レベル間の電圧差を出力する画像信号比較部と、前記画像信号比較部に
より出力された電圧差及び該電圧差の絶対値と前記１／２画面分の画像信号レベルに基づ
いて重み付けした前記任意の電圧を記憶する重畳電圧記憶部と、を具備してもよい。
【００２５】
　また、前記複数のソースラインと前記複数のゲートラインとが交差する領域に形成され
た複数の画素のうち偶数列の画素と奇数列の画素を１本の前記ゲートラインに対して交互
に上下に配置し、前記第１のゲート駆動部は前記奇数行のゲートラインの一方の端部側に
配置し、前記第２のゲート駆動部は前記第１のゲート駆動部と対向する前記偶数行のゲー
トラインの他方の端部側に配置してもよい。
【００２６】
　また、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置によれば、複数のゲートラインと、複数
のソースラインと、前記１画面分の画像信号を走査する走査期間に前記複数のゲートライ
ンを駆動するゲート駆動部と、入力される画像信号により前記複数のソースラインを駆動
するソース駆動部と、前記ソース駆動部に入力する画像信号の極性を水平走査期間毎に反
転する駆動制御部と、を具備することを特徴とする。
【００２７】
　また、前記複数のゲートラインは第１方向に延長され、前記第１方向と直交する第２方
向に配列され、前記複数のソースラインは前記第２方向に延長され、前記第１方向に配列
されてもよい。
【００２８】
　また、前記駆動制御部は、任意の前記走査期間に任意の電圧を重畳した画像信号を前記
ソース駆動部に入力してもよい。
【００２９】
　また、前記駆動制御部は、前記１画面分の画像信号を記憶するフレームメモリと、１ラ
イン分の画像信号を記憶するラインメモリと、前回に前記フレームメモリに記憶した前記
１画面分の画像信号レベルと、今回に前記ラインメモリに記憶した画像信号レベルとを比
較し、該比較結果に基づいて前記任意の電圧を設定する重畳電圧設定部と、を具備しても
よい。
【００３０】
　また、前記重畳電圧設定部は、前記フレームメモリに記憶した前記１画面分の画像信号
レベルと前記ラインメモリに記憶した画像信号レベルとを比較し、各画像信号レベル間の
電圧差を出力する画像信号比較部と、前記画像信号比較部により出力された電圧差及び該
電圧差の絶対値と前記１画面分の画像信号レベルに基づいて重み付けした前記任意の電圧
を記憶する重畳電圧記憶部と、を具備してもよい。
【００３１】
　また、前記複数のソースラインと前記複数のゲートラインとが交差する領域に形成され
た複数の画素のうち偶数列の画素と奇数列の画素を１本の前記ゲートラインに対して交互
に上下に配置し、前記ゲート駆動部は前記ゲートラインの一方の端部側に配置してもよい
。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明の一実施形態に係る液晶表示装置によれば、大型のＴＦＴ液晶表示パネルに適用
していたドット反転駆動方法とオーバードライブ駆動方法を中小型のＴＦＴ液晶表示パネ
ルに対しても適用可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　本発明の実施の形態について、以下、図面を参照して説明する。但し、本発明は多くの
異なる態様で実施することが可能であり、以下に示す実施の形態及び実施例の記載内容に
限定して解釈されるものではない。
【００３４】
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　（実施形態１）
　以下、本発明の実施形態１に係る液晶表示装置について、図面を参照しながら詳細に説
明する。
【００３５】
　図１は、本発明の実施形態１における液晶表示装置の構成を示すブロック図である。図
示のとおり、この液晶表示装置１は、電源回路１０、タイミング制御部１００、ソースド
ライバ２００、第１ゲートドライバ群４００、第２ゲートドライバ群５００、Ｖｃｏｍ電
圧発生部３００、ＬＣＤパネル６００及び駆動制御部７００を有する。
【００３６】
　タイミング制御部１００は、外部から入力される垂直同期信号Ｖｓｙｎｃと、水平同期
信号Ｈｓｙｎｃと、メインクロック信号ＭＣＬＫとに応じて共通電極電圧Ｖｃｏｍの周期
と振幅を設定する第１信号１０１を駆動電圧発生部３００に出力し、ソースドライバ用駆
動信号Ｈｃｌｋ、Ｈｓｔａｒｔ、Ｒ、Ｇ、Ｂを駆動制御部７００に出力し、また、ゲート
ドライバ駆動用信号ＧａｔｅＣｌｋ（以下、ＣＫＶという）、ＳＴＶＬ、ＳＴＶＲを第１
ゲートドライバ群４００及び第２ゲートドライバ群５００に出力する。
【００３７】
　ソースドライバ２００は、駆動制御部７００から入力される画像信号によりＬＣＤパネ
ル６００内の液晶キャパシタＣｌｃを駆動するソース駆動電圧Ｄ１，Ｄ２，・・・，Ｄｎ
をＬＣＤパネル６００のソースラインに各々出力する。
【００３８】
　電源回路１０は、液晶表示装置１の電源ＯＮ時に入力される電源電圧により第１ゲート
ドライバ群４００及び第２ゲートドライバ群５００を駆動するためのゲート駆動電圧Ｖｏ
ｎ，Ｖｏｆｆを第１ゲートドライバ群４００及び第２ゲートドライバ群５００に出力する
。Ｖｃｏｍ電圧発生部３００は、タイミング制御部１００から入力されるクロック信号１
０１により共通電極電圧Ｖｃｏｍを生成してＬＣＤパネル６００に出力する。
【００３９】
　第１ゲートドライバ群４００及び第２ゲートドライバ群５００は、図２に示すように、
図中のＬＣＤパネル６００の左右側部に配置される。第１ゲートドライバ群４００は、水
平方向に形成されて垂直方向に配列された複数のゲートラインのうち奇数行のゲートライ
ンを各々駆動するように、複数の第１のゲートドライバ（第１のゲート駆動部）Ｇ－Ｄｒ
１Ｌ，Ｇ－Ｄｒ２Ｌ，Ｇ－Ｄｒ３Ｌ，・・・，Ｇ－Ｄｒ（ｎ/２）（ｎ：ゲートラインの
総数）Ｌが配置される。また、第２ゲートドライバ群５００は、水平方向に形成されて垂
直方向に配列された複数のゲートラインのうち偶数行のゲートラインを各々駆動するよう
に、複数の第２のゲートドライバ（第２のゲート駆動部）Ｇ－Ｄｒ１Ｒ，Ｇ－Ｄｒ２Ｒ，
・・・，Ｇ－Ｄｒ（ｎ/２）Ｒが配置される。第１のゲートドライバは、タイミング制御
部１００から入力されるゲートドライバ駆動用信号ＣＫＶ、ＳＴＶＬと、駆動電圧発生部
３００から入力されるゲート駆動電圧Ｖｏｎ，Ｖｏｆｆに基づいて、ゲート駆動電圧Ｇ１
，Ｇ３，・・・，Ｇ（ｎ－１）を奇数行のゲートラインに出力する。第２のゲートドライ
バは、タイミング制御部１００から入力されるゲートドライバ駆動用信号ＣＫＶ、ＳＴＶ
Ｒと、駆動電圧発生部３００から入力されるゲート駆動電圧Ｖｏｎ，Ｖｏｆｆに基づいて
、ゲート駆動電圧Ｇ２，・・・，Ｇ（ｎ）を偶数行のゲートラインに出力する。なお、図
２では、ＬＣＤパネル６００の下側がソースドライバ２００である。
【００４０】
　ＬＣＤパネル６００は、水平方向に形成されて垂直方向に配列された複数のゲートライ
ンと、ゲートラインと交差する垂直方向に形成されて水平方向に配列された複数のソース
ラインと、複数の共通電極ラインと、各々のゲートライン及びソースラインに連結される
２つのスイッチング素子（ＴＦＴ（Thin Film Transistor，薄膜トランジスタ）という）
と、液晶キャパシタＣｌｃと、保持キャパシタＣｓｔと、を備える。ＬＣＤパネル６００
は、第１ゲートドライバ群４００及び第２ゲートドライバ群５００から入力されるゲート
駆動電圧（又は走査信号）と、駆動電圧発生部３００から入力される共通電極電圧Ｖｃｏ
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ｍとに応答して、ソースドライバ２００から入力されるデータ電圧（又は画像信号）を表
示する。なお、ＬＣＤパネル６００は、図２に示すように、水平２４０×ＲＧＢ×垂直３
２０の画素構成を有するものとする。
【００４１】
　より詳しくは、図２に示すように、ＬＣＤパネル６００は、複数のソースラインと複数
のゲートラインとが交差する領域に形成された複数の画素（ＴＦＴ、液晶キャパシタＣｌ
ｃ、保持キャパシタＣｓｔを含む）のうち偶数列の画素と奇数列の画素が１本のゲートラ
インに対して交互に上下に配置される。水平方向に形成された複数のゲートラインのうち
奇数行のゲートラインが第１ゲートドライバ群４００から入力される走査信号Ｇ１，Ｇ３
，・・・，Ｇ（ｎ－１）を伝送し、偶数行のゲートラインが第２ゲートドライバ群５００
から入力される走査信号Ｇ２，・・・，Ｇ（ｎ）を伝送する。垂直方向に形成された複数
のソースラインは、ソースドライバ２００から入力されるソース駆動電圧Ｄ１，Ｄ２，・
・・，Ｄｎを伝送する。保持容量ラインは、ゲートラインとこれに隣接するゲートライン
との間に形成され、駆動電圧発生部３００から入力される共通電極電圧Ｖｃｏｍを伝送す
る。
【００４２】
　ゲートラインとソースラインにより囲まれた領域に配置した２つのＴＦＴの各ゲート端
子はゲートラインに接続され、一方のＴＦＴのソース端子はソースラインに接続され、他
方のＴＦＴのドレイン端子は液晶キャパシタＣｌｃと保持キャパシタＣｓｔに接続されて
、ゲートラインから入力される走査信号に応じてオン／オフ動作を行う。
【００４３】
　液晶キャパシタＣｌｃは、ＴＦＴのターンオン動作によってソースドライバ２００から
入力されるソース駆動電圧に比例してバックライト（図示せず）から提供される光を透過
する。保持キャパシタＣｓｔは、ＴＦＴのターンオン時にソースドライバ２００から入力
されるソース駆動電圧を蓄積した後、ＴＦＴのターンオフ時に蓄積されたソース駆動電圧
を液晶キャパシタＣｌｃに印加する。
【００４４】
　次に、駆動制御部７００の回路構成を図３に示して説明する。図３において、駆動制御
部７００は、ラインメモリ７０１、フレームメモリ７０２、画像比較／重畳電圧選択部７
０３、ルックアップテーブル７０４、Ｄ／Ａコンバータ７０５、画像入力切替スイッチ７
０６、画像出力切替スイッチ７０７及び重畳電圧出力切替スイッチ７０８を有する。
【００４５】
　ラインメモリ７０１は、タイミング制御部１００から入力される画像データを１ライン
分ずつ記憶し、記憶した１ライン分の画像データを順次画像入力切替スイッチ７０６及び
画像比較／重畳電圧選択部７０３に出力する。
【００４６】
　フレームメモリ７０２は、１画面分の画像データを記憶するメモリ領域を１／２に分割
し、上記奇数行のゲートラインを駆動する期間に対応する１／２画面分の画像データを記
憶する１／２フレームメモリ（Ａ）と、上記偶数行のゲートラインを駆動する期間に対応
する１／２画面分の画像データを記憶する１／２フレームメモリ（Ｂ）と、を有する。１
／２フレームメモリ（Ａ）及び１／２フレームメモリ（Ｂ）に各々記憶した１／２画面分
の画像データを画像出力切替スイッチ７０７に出力する。
【００４７】
　画像比較／重畳電圧選択部７０３は、ラインメモリ７０１から入力される１ライン分の
画像データの電圧レベルと、画像出力切替スイッチ７０７から入力される１／２画面分の
画像データの電圧レベルを比較し、その比較結果である電圧差の絶対値とその１／２画面
分の画像データの電圧レベルに基づいてルックアップテーブル７０４に設定された重畳電
圧を選択し、その重畳電圧を重畳した画像データを重畳電圧出力切替スイッチ７０８に出
力する。
【００４８】
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　ルックアップテーブル７０４は、画像比較／重畳電圧選択部７０３から出力される画像
データの電圧差及びその電圧差の絶対値に基づいて重み付けした重畳電圧を設定している
。ここで、重畳電圧の設定方法について図４を参照して説明する。図４は、液晶に１Ｖの
電圧が印加されている状態から図中の印加電圧２Ｖ，３Ｖ，４Ｖに変化させた時の液晶の
透過率変化を示した図である。図４に示すように、液晶に２Ｖを印加すると図中の第１の
透過率に変化するまで時間ｔ２（ｍｓ）がかかるものとする。ここで、液晶に印加する電
圧を３Ｖにすると、２Ｖ印加時と同じ第１の透過率になるのに要する時間はｔ１（ｍｓ）
となる。このように通常印加する電圧より高い電圧を印加することにより、液晶の応答速
度を早めることができる。このため、上記画像データの比較結果である電圧差とは、前回
液晶キャパシタＣｌｃに印加した画像データの電圧レベルと、今回液晶キャパシタＣｌｃ
に印加する画像データの電圧レベルとの間の電圧差のことである。この電圧差の絶対値と
１／２画面分の画像データの電圧レベルに対応した重畳電圧をルックアップテーブル７０
４では設定している。
【００４９】
　Ｄ／Ａコンバータ（ＤＡＣ）７０５は、重畳電圧出力切替スイッチ７０８から入力され
る重畳電圧を重畳後の画像データ又は通常の画像データをＤ／Ａ変換したソース駆動電圧
をソースドライバ２００に出力する。
【００５０】
　画像入力切替スイッチ７０６は、タイミング制御部１００から入力されるゲートライン
駆動用信号に基づく第１の切替信号により切り替え動作を行う。画像入力切替スイッチ７
０６は、上記奇数行のゲートラインを駆動する期間ではラインメモリ７０１の出力段と１
／２フレームメモリ（Ａ）の入力段とを接続し、上記偶数行のゲートラインを駆動する期
間ではラインメモリ７０１の出力段と１／２フレームメモリ（Ｂ）の入力段とを接続する
ように切り替えて、１／２フレームメモリ（Ａ）及び１／２フレームメモリ（Ｂ）に画像
データを記憶させる。
【００５１】
　画像出力切替スイッチ７０７は、タイミング制御部１００から入力されるゲートライン
駆動用信号に基づく第２の切替信号により切り替え動作を行う。画像出力切替スイッチ７
０７は、上記奇数行のゲートラインを駆動する期間において、１回目の駆動期間では１／
２フレームメモリ（Ａ）の出力段と画像比較／重畳電圧選択部７０３の入力段を接続し、
２回目の駆動期間では１／２フレームメモリ（Ａ）の出力段と重畳電圧出力切替スイッチ
７０８の入力段を接続する。画像出力切替スイッチ７０７は、上記偶数行のゲートライン
を駆動する期間において、１回目の駆動期間では１／２フレームメモリ（Ｂ）の出力段と
画像比較／重畳電圧選択部７０３の入力段を接続し、２回目の駆動期間では１／２フレー
ムメモリ（Ｂ）の出力段と重畳電圧出力切替スイッチ７０８の入力段を接続する。
【００５２】
　重畳電圧出力切替スイッチ７０８は、タイミング制御部１００から入力されるゲートラ
イン駆動用信号に基づく第３の切替信号により切り替え動作を行う。重畳電圧出力切替ス
イッチ７０８は、上記奇数行のゲートラインを駆動する期間の１回目の駆動期間、及び上
記偶数行のゲートラインを駆動する期間の１回目の駆動期間では、画像比較／重畳電圧選
択部７０３の出力段とＤ／Ａコンバータ７０５の入力段を接続し、上記奇数行のゲートラ
インを駆動する期間の２回目の駆動期間、及び上記偶数行のゲートラインを駆動する期間
の２回目の駆動期間では、１／２フレームメモリ（Ａ）の出力段、及び１／２フレームメ
モリ（Ｂ）の出力段とＤ／Ａコンバータ７０５の入力段を接続する。
【００５３】
　次に、本実施形態１の液晶表示装置１の動作について説明する。
【００５４】
　本実施形態１の液晶表示装置１では、１画面分の画像データを表示する画像表示期間に
第１ゲートドライバ群４００及び第２ゲートドライバ群５００を２回ずつ交互に駆動し、
その駆動期間毎に画像データの極性を交互に反転させるドット反転駆動を実行するととも
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に、２回の駆動期間のうち１回目の駆動期間に重畳電圧を重畳した画像データをソースド
ライバ２００に出力するオーバードライブ駆動を実行することに特徴がある。
【００５５】
　まず、ＬＣＤパネル６００の画素配列について図５に示す模式図を参照して説明する。
図５において、各画素はＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）のサブ画素から構成される。これ
らサブ画素ではＲＧＢを黒字と白字に分けて記載しており、黒字は画素Ａ、白字は画素Ｂ
とする。画素Ａは、第１ゲートドライバ群４００の駆動期間に画像データを書き込む画素
であることを示す。画素Ｂは、第２ゲートドライバ群５００の駆動期間に画像データを書
き込む画素であることを示す。なお、図中の各サブ画素内に記載した数字は、ＬＣＤパネ
ル６００内に配置されたサブ画素の位置を示すものである。
【００５６】
　次に、上記図５に示した画素Ａ及び画素Ｂに対して、ドット反転駆動を適用した場合の
動作概要について、図６及び図７に示す模式図を参照して説明する。
【００５７】
　図６は、１／２画面分の画像を表示する期間（１６．６ｍｓ）毎に画素Ａに対応する奇
数行のゲートラインと画素Ｂに対応する偶数行のゲートラインを２回ずつ交互に駆動する
際の画像信号を送る順番を示した図である。
【００５８】
　図７は、本実施形態１のドット反転駆動に対応する共通電極電圧Ｖｃｏｍの極性反転駆
動の様子と、この共通電極電圧Ｖｃｏｍの極性反転駆動により奇数行のゲートラインを２
回駆動する駆動期間毎に画素Ａに書き込む画像データの極性を（＋）→（－）と反転し、
偶数行のゲートラインを２回駆動する駆動期間毎に画素Ｂに書き込む画像データの極性を
（＋）→（－）と反転することを模式的に示している。この場合、奇数行のゲートライン
と偶数行のゲートラインを２回ずつ駆動する各駆動期間では、画素Ａ及び画素Ｂに書き込
む画像データの極性を（＋）→（－）と反転し、次の奇数行のゲートラインと偶数行のゲ
ートラインを２回ずつ駆動する各駆動期間では、画素Ａ及び画素Ｂに書き込む画像データ
の極性を（－）→（＋）と反転する。すなわち、本実施形態１では、画素Ａ及び画素Ｂを
２回ずつ駆動する４画素分の駆動期間毎に、画素Ａ及び画素Ｂに書き込む画像データの極
性が対象になるように設定している。
【００５９】
　次に、本実施形態１の液晶表示装置１の動作について、図８に示すタイミングチャート
を参照して説明する。なお、本実施形態１では、ゲートドライバ群４００又は第２ゲート
ドライバ群５００を２回ずつ駆動する期間が、図８（ｄ）に示す１６．６ｍｓ（３３２Ｈ
）である。また、３３２Ｈは、図２に示していないゲートラインの帰線期間を含んでいる
ことを示す。すなわち、図２に示した画素構成により３２０Ｈは画像表示期間であるため
、残りの１２Ｈが帰線期間となる。
【００６０】
　まず、図８において、（ａ）は第１ゲートドライバ群４００に入力される第１ゲートス
タート信号ＳＴＶＬ、（ｂ）は第２ゲートドライバ群５００に入力される第２ゲートスタ
ート信号ＳＴＶＲ、（ｃ）は第１ゲートドライバ群４００及び第２ゲートドライバ群５０
０に入力されるクロック信号ＣＫＶ、（ｄ）は共通電極に印加される共通電極電圧Ｖｃｏ
ｍ、（ｅ）及び（ｆ）は第１ゲートドライバ群４００内の第１のゲートドライバＧ－Ｄｒ
１Ｌ，Ｇ－Ｄｒ２Ｌから出力される走査信号Ｇａｔｅ１Ｌ，Ｇａｔｅ２Ｌ、（ｇ）及び（
ｈ）は第２ゲートドライバ群５００内の第２のゲートドライバＧ－Ｄｒ１Ｒ，Ｇ－Ｄｒ２
Ｒから出力される走査信号Ｇａｔｅ１Ｒ，Ｇａｔｅ２Ｒ、（ｉ）はソースドライバ２００
に入力される画像データ、をそれぞれ示す。
【００６１】
　図８（ａ）において、第１ゲートスタート信号ＳＴＶＬは、図中に示す第１ゲートドラ
イバ群４００を２回走査する期間（図中に示す１６．６ｍｓ（３３２Ｈ））に、タイミン
グ制御部１００から８．３ｍｓの間隔で２回出力される。すなわち、図中において、最初
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の第１ゲートスタート信号ＳＴＶＬのパルスの立ち上がりタイミング（図中のｔ＝０）か
ら８．３ｍｓ経過後に２回目のパルスが立ち上がる。
【００６２】
　図８（ｂ）において、第２ゲートスタート信号ＳＴＶＲは、上記第１ゲートスタート信
号ＳＴＶＬの２回目のパルスが出力されてから８．３ｍｓ経過後に１回目のパルスがタイ
ミング制御部１００から出力される。さらに、８．３ｍｓ経過後に２回目のパルスがタイ
ミング制御部１００から出力される。すなわち、第１ゲートスタート信号ＳＴＶＬと同様
に、第２ゲートスタート信号ＳＴＶＲも第２ゲートドライバ群５００を２回走査する期間
（図中に示す１６．６ｍｓ（３３２Ｈ））に、タイミング制御部１００から８．３ｍｓの
間隔で２回出力される。
【００６３】
　図８（ｃ）において、クロック信号ＣＫＶは、図中に示すように１つのパルス幅が１水
平走査期間（１Ｈ）＝５０μｓである。図８（ｄ）において、共通電極電圧Ｖｃｏｍは、
上記第１ゲートドライバ群４００又は第２ゲートドライバ群５００を２回走査する各走査
期間（８．３ｍｓ（１６６Ｈ））毎に極性が反転される。また、共通電極電圧Ｖｃｏｍは
、４回の画像表示期間が経過し、次の４回の画像表示期間では、その極性反転が対象とな
るように制御される。例えば、（＋）（－）（＋）（－）→（－）（＋）（－）（＋）と
なるように極性反転制御が行われる。
【００６４】
　図８（ｅ）及び（ｆ）において、第１ゲートドライバ群４００内の第１のゲートドライ
バＧ－Ｄｒ１Ｌ，Ｇ－Ｄｒ２Ｌは、上記第１ゲートスタート信号ＳＴＶＬの入力により順
次始動して、対応する各奇数行のゲートラインに対して走査信号Ｇａｔｅ１Ｌ，Ｇａｔｅ
２Ｌを出力する。図８（ｇ）及び（ｈ）において、第２ゲートドライバ群５００内の第２
のゲートドライバＧ－Ｄｒ１Ｒ，Ｇ－Ｄｒ２Ｒは、上記第２ゲートスタート信号ＳＴＶＲ
の入力により順次始動して、対応する各偶数行のゲートラインに対して走査信号Ｇａｔｅ
１Ｒ，Ｇａｔｅ２Ｒを出力する。なお、図８（ｅ）及び（ｆ）では、第１ゲートドライバ
群４００内の第１のゲートドライバＧ－Ｄｒ１Ｌ，Ｇ－Ｄｒ２Ｌの動作のみを示している
が、他の第１のゲートドライバＧ－Ｄｒ３Ｌ，・・・，Ｇ－Ｄｒ（ｎ/２）も同様に駆動
される。また、図８（ｇ）及び（ｈ）では、第２ゲートドライバ群５００内の第２のゲー
トドライバＧ－Ｄｒ１Ｒ，Ｇ－Ｄｒ２Ｒの動作のみを示しているが、他の第２のゲートド
ライバＧ－Ｄｒ３Ｒ，・・・，Ｇ－Ｄｒ（ｎ/２）Ｒも同様に駆動される。
【００６５】
　図８（ｉ）において、上記第１ゲートドライバ群４００及び上記第２ゲートドライバ群
５００の各駆動期間に同期して行われる共通電極電圧Ｖｃｏｍの極性反転により、ソース
ドライバ２００に対して入力する画像データの極性が設定される。すなわち、図７に示し
たように、奇数行のゲートラインを２回駆動する期間の駆動期間毎に画素Ａ及び画素Ｂに
書き込まれる画像データの極性はドット反転駆動される。
【００６６】
　次に、駆動制御部７００の動作について、図９に示すタイミングチャートを参照して説
明する。
【００６７】
　図９において、（ａ）は駆動制御部７００からソースドライバ２００に出力される画像
データ、（ｂ）は１／２フレームメモリ（Ａ）（Ｂ）に記憶される画像データ、（ｃ）は
上記ドット反転駆動に同期して駆動制御部７００で行われる動作内容、をそれぞれ示す。
【００６８】
　図３の駆動制御部７００において、タイミング制御部１００から入力される画像データ
は、フレームメモリ７０１に１ライン分ずつ記憶され、ラインメモリ７０１に記憶された
画像データは、画像入力切替スイッチ７０６の切り替え動作によりフレームメモリ７０２
内の１／２フレームメモリ（Ａ）及び１／２フレームメモリ（Ｂ）内に順次記憶される。
駆動制御部７００が図９（ｃ）の動作を開始する前に、１／２フレームメモリ（Ａ）には



(14) JP 2008-225424 A 2008.9.25

10

20

30

40

50

、前回表示された１／２画面分の画像データ１（Ｄａｔａ１）が記憶された状態にある。
以後の動作では、駆動制御部７００の動作に合わせて、ラインメモリ７０１及びフレーム
メモリ７０２内の１／２フレームメモリ（Ａ）及び１／２フレームメモリ（Ｂ）には、画
像データが順次記憶される。
【００６９】
　図９（ｃ）のステップＳ１０１において、画像比較／重畳電圧選択部７０３は、画像入
力切替スイッチ７０６を介して１／２フレームメモリ（Ａ）から読み出した前回表示用の
画像データ１（Ｄａｔａ１）の電圧レベルと、ラインメモリ７０１から読み出した今回表
示用の画像データ２（Ｄａｔａ２）の電圧レベルを比較し、その比較結果である電圧差の
絶対値とその１／２画面分の画像データの電圧レベルに基づいてルックアップテーブル（
ＬＵＴ）７０４に設定された重畳電圧を選択する。画像比較／重畳電圧選択部７０３は、
選択した重畳電圧を重畳した画像データを重畳電圧出力切替スイッチ７０８を介してＤ／
Ａコンバータ７０５に出力する。次いで、ラインメモリ７０１に順次記憶される今回表示
用の画像データ２により１／２フレームメモリ（Ａ）を書き換える。
【００７０】
　上記ステップＳ１０１の動作により、Ｄ／Ａコンバータ７０５からは重畳電圧を重畳し
た画像信号がソースドライバ２００に対して出力される。この重畳電圧を重畳した画像信
号により、上記奇数行のゲートラインを駆動する１回目の駆動期間に画素Ｂには、共通電
極電圧Ｖｃｏｍの極性設定により極性を（＋）に設定した電圧重畳画像信号が書き込まれ
る。すなわち、ステップＳ１０１の処理において画素Ａは「＋ＯＶＥＲ　ｄｒｉｖｅ」と
なる。
【００７１】
　次に、図９（ｃ）のステップＳ１０２において、画像比較／重畳電圧選択部７０３は、
画像入力切替スイッチ７０６を介して１／２フレームメモリ（Ａ）から今回表示用の画像
データ２（Ｄａｔａ２）を読み出し、その画像データ２（Ｄａｔａ２）を重畳電圧出力切
替スイッチ７０８を介してＤ／Ａコンバータ７０５に出力する。
【００７２】
　上記ステップＳ１０２の動作により、Ｄ／Ａコンバータ７０５からは重畳電圧を重畳し
ない通常の画像信号がソースドライバ２００に対して出力される。この画像信号により、
上記奇数行のゲートラインを駆動する２回目の駆動期間に対応する画素Ａには、共通電極
電圧Ｖｃｏｍの極性設定により極性を（－）に設定した画像信号が書き込まれる。すなわ
ち、ステップＳ１０２の処理において画素Ａは「－ｎｏｒｍａｌ」となる。
【００７３】
　次に、図９（ｃ）のステップＳ１０３の動作を説明する。このステップＳ１０３の動作
を開始する前に、１／２フレームメモリ（Ｂ）には前回表示用の１／２画面分の画像デー
タ１（Ｄａｔａ１）が記憶されている。ステップＳ１０３において、画像比較／重畳電圧
選択部７０３は、画像入力切替スイッチ７０６を介して１／２フレームメモリ（Ｂ）から
読み出した前回表示用の画像データ１の電圧レベルと、ラインメモリ７０１から読み出し
た今回表示用の画像データ３の電圧レベルを比較し、その比較結果である電圧差の絶対値
とその１／２画面分の画像データの電圧レベルに基づいてルックアップテーブル（ＬＵＴ
）７０４に設定された重畳電圧を選択する。画像比較／重畳電圧選択部７０３は、選択し
た重畳電圧を重畳した画像データを重畳電圧出力切替スイッチ７０８を介してＤ／Ａコン
バータ７０５に出力する。次いで、ラインメモリ７０１に順次記憶される今回表示用の画
像データ３（Ｄａｔａ３）により１／２フレームメモリ（Ｂ）を書き換える。
【００７４】
　上記ステップＳ１０３の動作により、Ｄ／Ａコンバータ７０５からは重畳電圧を重畳し
た画像信号がソースドライバ２００に対して出力される。この重畳電圧を重畳した画像信
号により、上記偶数行のゲートラインを駆動する１回目の駆動期間に対応する画素Ｂには
、共通電極電圧Ｖｃｏｍの極性設定により極性を（＋）に設定した電圧重畳画像信号が書
き込まれる。すなわち、ステップＳ１０３の処理において画素Ｂは「－ＯＶＥＲ　ｄｒｉ
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ｖｅ」となる。
【００７５】
　次に、図９（ｃ）のステップＳ１０４において、画像比較／重畳電圧選択部７０３は、
画像入力切替スイッチ７０６を介して１／２フレームメモリ（Ｂ）から今回表示用の画像
データ３（Ｄａｔａ３）を読み出し、その画像データ３（Ｄａｔａ３）を重畳電圧出力切
替スイッチ７０８を介してＤ／Ａコンバータ７０５に出力する。
【００７６】
　上記ステップＳ１０４の動作により、Ｄ／Ａコンバータ７０５からは重畳電圧を重畳し
ない通常の画像信号がソースドライバ２００に対して出力される。この画像信号により、
上記偶数行のゲートラインを駆動する２回目の駆動期間に対応する画素Ｂには、共通電極
電圧Ｖｃｏｍの極性設定により極性を（－）に設定した画像信号が書き込まれる。すなわ
ち、ステップＳ１０４の処理において画素Ｂは「＋ｎｏｒｍａｌ」となる。
【００７７】
　次に、図９（ｃ）のステップＳ１０５の動作を説明する。このステップＳ１０５の動作
を開始する前に、１／２フレームメモリ（Ａ）には、前回表示された１／２画面分の画像
データ２（Ｄａｔａ２）が記憶された状態にある。ステップＳ１０５において、画像比較
／重畳電圧選択部７０３は、画像入力切替スイッチ７０６を介して１／２フレームメモリ
（Ａ）から読み出した前回表示用の画像データ２（Ｄａｔａ２）の電圧レベルと、ライン
メモリ７０１から読み出した今回表示用の画像データ４（Ｄａｔａ４）の電圧レベルを比
較し、その比較結果である電圧差の絶対値とその１／２画面分の画像データの電圧レベル
に基づいてルックアップテーブル（ＬＵＴ）７０４に設定された重畳電圧を選択する。画
像比較／重畳電圧選択部７０３は、選択した重畳電圧を重畳した画像データを重畳電圧出
力切替スイッチ７０８を介してＤ／Ａコンバータ７０５に出力する。次いで、ラインメモ
リ７０１に順次記憶される今回表示用の画像データ４により１／２フレームメモリ（Ａ）
を書き換える。
【００７８】
　上記ステップＳ１０５の動作により、Ｄ／Ａコンバータ７０５からは重畳電圧を重畳し
た画像信号がソースドライバ２００に対して出力される。この重畳電圧を重畳した画像信
号により、上記奇数行のゲートラインを駆動する１回目の駆動期間に画素Ａには、共通電
極電圧Ｖｃｏｍの極性設定により極性を（－）に設定した電圧重畳画像信号が書き込まれ
る。すなわち、ステップＳ１０５の処理において画素Ａは「－ＯＶＥＲ　ｄｒｉｖｅ」と
なる。以後、画像比較／重畳電圧選択部７０３では、上記ステップＳ１０１～Ｓ１０４の
動作が繰り返し実行されるが、図示及び説明は省略する。
【００７９】
　以上のように、本実施形態１では、奇数行のゲートラインを駆動する第１ゲートドライ
バ群４００と、偶数行のゲートラインを駆動するゲートドライバ群５００とをＬＣＤパネ
ル６００の左右側部に設けて、各ゲートドライバ群を２回ずつ駆動する駆動期間毎にドッ
ト反転駆動を行うようにした。また、その１つ置きのドット反転駆動期間毎に、前回表示
用の画像データと今回表示用の画像データ間の電圧差の絶対値とその１／２画面分の画像
データの電圧レベルに基づいて重畳電圧を設定するオーバードライブ駆動を行うようにし
た。このオーバードライブ駆動では、ラインメモリと、奇数行のゲートライン駆動時と偶
数行のゲートライン駆動時に表示する１／２画面分の画像データを別々に記憶するフレー
ムメモリとを利用して、ラインメモリに記憶した画像データと、１／２フレームメモリに
記憶した画像データとを比較し、その比較結果である電圧差の絶対値とその１／２画面分
の画像データの電圧レベルに基づいてルックアップテーブル７０４に設定した画像信号に
重畳する電圧を選択するようにした。
【００８０】
　したがって、従来は大型のＴＦＴ液晶表示パネルに適用していたドット反転駆動方法と
オーバードライブ駆動方法を中小型のＴＦＴ液晶表示パネルに対しても適用可能になる。
すなわち、画像データを比較するために複数のフレームメモリを設けることなくオーバー
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ドライブ駆動用の重畳電圧を設定可能としたため、中小型のＴＦＴ液晶表示パネルのコス
トを大幅に上げることなく、オーバードライブ駆動方法が利用可能となり、液晶の応答速
度を高速にでき、画像の表示品質も改善することが可能になる。
【００８１】
　なお、上記実施形態１では、各ゲートドライバ群を２回ずつ駆動する駆動期間毎に画素
Ａ及び画素Ｂに書き込む画像データの極性を（＋）（－）（＋）（－）→（－）（＋）（
－）（＋）となるように極性反転制御する場合を示したが、これに限るものではない。例
えば、図１０に示すように、各ゲートドライバ群を２回ずつ駆動する駆動期間毎に画素Ａ
及び画素Ｂに書き込む画像データの極性を（＋）（＋）（－）（－）→（－）（－）（＋
）（＋）となるように極性反転制御するようにしてもよい。
【００８２】
　(実施形態２)
　上記実施形態１では、上記１６．６ｍｓ（３３２Ｈ）期間に奇数行のゲートラインと偶
数行のゲートラインを２回ずつ交互に駆動し、そのゲート駆動期間毎に画像データの極性
を交互に反転させるドット反転駆動を実行するとともに、２回の駆動期間のうち１回目の
駆動期間に重畳電圧を重畳した画像データを出力するオーバードライブ駆動を実行する場
合を示した。本実施形態２では、上記１６．６ｍｓ（３３２Ｈ）期間に奇数行のゲートラ
インと偶数行のゲートラインを交互に駆動し、その１６．６ｍｓ（３３２Ｈ）期間毎に画
像データの極性を反転させるドット反転駆動を実行するとともに、１つ置きの１６．６ｍ
ｓ（３３２Ｈ）期間毎に重畳電圧を重畳した画像データを出力するオーバードライブ駆動
を実行することに特徴がある。
【００８３】
　本実施形態２の液晶表示装置及び駆動制御部の各構成は、上記実施形態１の図１及び図
３に示したものと同一であるため、その図示及び構成説明は省略する。
【００８４】
　まず、上記図５に示した画素Ａ及び画素Ｂに対して、ドット反転駆動を適用した場合の
動作概要について、図１１に示す模式図を参照して説明する。
【００８５】
　図１１は、本実施形態２のドット反転駆動に対応する共通電極電圧Ｖｃｏｍの極性反転
駆動の様子と、１６．６ｍｓ（３３２Ｈ）期間毎に画像データの極性を反転させるドット
反転駆動の様子を模式的に示している。この場合、上記１６．６ｍｓ（３３２Ｈ）期間に
奇数行及び偶数行の各ゲートラインを交互に駆動し、その１６．６ｍｓ（３３２Ｈ）期間
毎に画素Ａ及び画素Ｂに書き込む画像データの極性を（＋）とし、すなわち、図中に示す
ように、Ａ＋→Ｂ＋とし、次の１６．６ｍｓ（３３２Ｈ）期間に画素Ａ及び画素Ｂに書き
込む画像データの極性を（－）とし、すなわち、図中に示すように、Ａ－→Ｂ－としてい
る。この場合、共通電極電圧Ｖｃｏｍの極性反転するタイミングを中心にして１６．６ｍ
ｓ（３３２Ｈ）期間を注目すると、画素Ｂ＋→画素Ａ－、画素Ｂ－→画素Ａ＋のように、
ドット反転駆動となっている。
【００８６】
　次に、本実施形態１の液晶表示装置１の動作について、図１２に示すタイミングチャー
トを参照して説明する。なお、本実施形態２では、ゲートドライバ群４００及び第２ゲー
トドライバ群５００を交互に駆動する期間が、図１２（ｄ）に示す１６．６ｍｓ（３３２
Ｈ）である。また、３３２Ｈは、図２に示していないゲートラインの帰線期間を含んでい
ることを示す。すなわち、図２に示した画素構成により３２０Ｈは画像表示期間であるた
め、残りの１２Ｈが帰線期間となる。
【００８７】
　まず、図１２において、（ａ）は第１ゲートドライバ群４００に入力される第１ゲート
スタート信号ＳＴＶＬ、（ｂ）は第２ゲートドライバ群５００に入力される第２ゲートス
タート信号ＳＴＶＲ、（ｃ）は第１ゲートドライバ群４００及び第２ゲートドライバ群５
００に入力されるクロック信号ＣＫＶ、（ｄ）は共通電極に印加される共通電極電圧Ｖｃ
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ｏｍ、（ｅ）及び（ｆ）は第１ゲートドライバ群４００内の第１のゲートドライバＧ－Ｄ
ｒ１Ｌ，Ｇ－Ｄｒ２Ｌから出力される走査信号Ｇａｔｅ１Ｌ，Ｇａｔｅ２Ｌ、（ｇ）及び
（ｈ）は第２ゲートドライバ群５００内の第２のゲートドライバＧ－Ｄｒ１Ｒ，Ｇ－Ｄｒ
２Ｒから出力される走査信号Ｇａｔｅ１Ｒ，Ｇａｔｅ２Ｒ、（ｉ）はソースドライバ２０
０に入力される画像データ、をそれぞれ示す。
【００８８】
　図１２（ａ）において、第１ゲートスタート信号ＳＴＶＬは、図中に示す１６．６ｍｓ
（３３２Ｈ）期間に、タイミング制御部１００から１６．６ｍｓの間隔で出力される。
【００８９】
　図１２（ｂ）において、第２ゲートスタート信号ＳＴＶＲは、上記第１ゲートスタート
信号ＳＴＶＬの１回目のパルスが出力されてから８．３ｍｓ経過後に１回目のパルスがタ
イミング制御部１００から出力される。さらに、１６．６ｍｓ経過後に２回目のパルスが
タイミング制御部１００から出力される。すなわち、第１ゲートスタート信号ＳＴＶＬと
同様に、第２ゲートスタート信号ＳＴＶＲも、タイミング制御部１００から１６．６ｍｓ
の間隔で出力される。
【００９０】
　図１２（ｃ）において、クロック信号ＣＫＶは、図中に示すように１つのパルス幅が１
水平走査期間（１Ｈ）＝５０μｓである。図１２（ｄ）において、共通電極電圧Ｖｃｏｍ
は、図中に示す１６．６ｍｓ（３３２Ｈ）毎に極性が反転される。
【００９１】
　図１２（ｅ）及び（ｆ）において、第１ゲートドライバ群４００内の第１のゲートドラ
イバＧ－Ｄｒ１Ｌ，Ｇ－Ｄｒ２Ｌは、上記第１ゲートスタート信号ＳＴＶＬの入力により
順次始動して、対応する各奇数行のゲートラインに対して走査信号Ｇａｔｅ１Ｌ，Ｇａｔ
ｅ２Ｌを出力する。図１２（ｇ）及び（ｈ）において、第２ゲートドライバ群５００内の
第２のゲートドライバＧ－Ｄｒ１Ｒ，Ｇ－Ｄｒ２Ｒは、上記第２ゲートスタート信号ＳＴ
ＶＲの入力により順次始動して、対応する各偶数行のゲートラインに対して走査信号Ｇａ
ｔｅ１Ｒ，Ｇａｔｅ２Ｒを出力する。なお、図１２（ｅ）及び（ｆ）では、第１ゲートド
ライバ群４００内の第１のゲートドライバＧ－Ｄｒ１Ｌ，Ｇ－Ｄｒ２Ｌの動作のみを示し
ているが、他の第１のゲートドライバＧ－Ｄｒ３Ｌ，・・・，Ｇ－Ｄｒ（ｎ/２）も同様
に駆動される。また、図１２（ｇ）及び（ｈ）では、第２ゲートドライバ群５００内の第
２のゲートドライバＧ－Ｄｒ１Ｒ，Ｇ－Ｄｒ２Ｒの動作のみを示しているが、他の第２の
ゲートドライバＧ－Ｄｒ３Ｒ，・・・，Ｇ－Ｄｒ（ｎ/２）Ｒも同様に駆動される。
【００９２】
　図１２（ｉ）において、上記第１ゲートドライバ群４００及び上記第２ゲートドライバ
群５００の各駆動期間に同期して行われる共通電極電圧Ｖｃｏｍの極性反転により、ソー
スドライバ２００に対して入力する画像データの極性が設定される。その結果、図１１に
示したように、共通電極電圧Ｖｃｏｍの極性を反転するタイミングを中心にした１６．６
ｍｓ（３３２Ｈ）の期間では画素Ａ及び画素Ｂに書き込まれる画像データの極性はドット
反転駆動される。なお、図１２において、１つ置きの１６．６ｍｓ（３３２Ｈ）期間では
、オーバードライブ駆動が行われる。
【００９３】
　次に、駆動制御部７００の動作について、図１３に示すタイミングチャートを参照して
説明する。
【００９４】
　図１３において、（ａ）は駆動制御部７００からソースドライバ２００に出力される画
像データ、（ｂ）は１／２フレームメモリ（Ａ）（Ｂ）に記憶される画像データ、（ｃ）
は上記共通電極電圧Ｖｃｏｍの極性反転駆動に同期して駆動制御部７００で行われる動作
内容、をそれぞれ示す。
【００９５】
　図３の駆動制御部７００において、タイミング制御部１００から入力される画像データ
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は、フレームメモリ７０１に１ライン分ずつ記憶され、ラインメモリ７０１に記憶された
画像データは、画像入力切替スイッチ７０６の切り替え動作によりフレームメモリ７０２
内の１／２フレームメモリ（Ａ）及び１／２フレームメモリ（Ｂ）内に順次記憶される。
駆動制御部７００が図９（ｃ）の動作を開始する前に、１／２フレームメモリ（Ａ）（Ｂ
）には、前回表示された１／２画面分の画像データ１（Ｄａｔａ１）が記憶された状態で
、ラインメモリ７０１には、今回表示する１／２画面分の画像データ２により１ライン分
の画像データ２が入力されて記憶された状態にある。以後の動作では、駆動制御部７００
の動作に合わせて、ラインメモリ７０１及びフレームメモリ７０２内の１／２フレームメ
モリ（Ａ）及び１／２フレームメモリ（Ｂ）には、画像データが順次記憶される。
【００９６】
　図１３（ｃ）のステップＳ２０１において、画像比較／重畳電圧選択部７０３は、画像
入力切替スイッチ７０６を介して１／２フレームメモリ（Ａ）から読み出した前回表示用
の画像データ１（Ｄａｔａ１）の電圧レベルと、ラインメモリ７０１から読み出した今回
表示用の画像データ２（Ｄａｔａ２）の電圧レベルを比較し、その比較結果である電圧差
の絶対値とその１／２画面分の画像データの電圧レベルに基づいてルックアップテーブル
（ＬＵＴ）７０４に設定された重畳電圧を選択する。画像比較／重畳電圧選択部７０３は
、選択した重畳電圧を重畳した画像データを重畳電圧出力切替スイッチ７０８を介してＤ
／Ａコンバータ７０５に出力する。次いで、ラインメモリ７０１に順次記憶される次回表
示用の画像データ２により１／２フレームメモリ（Ａ）を書き換える。
【００９７】
　上記ステップＳ２０１の動作により、Ｄ／Ａコンバータ７０５からは重畳電圧を重畳し
た画像信号がソースドライバ２００に対して出力される。この重畳電圧を重畳した画像信
号により、上記奇数行のゲートラインを駆動する駆動期間に画素Ａには、共通電極電圧Ｖ
ｃｏｍの極性設定により極性を（＋）に設定した電圧重畳画像信号が書き込まれる。すな
わち、ステップＳ２０１の処理において画素Ａは「＋ＯＶＥＲ　ｄｒｉｖｅ」となる。
【００９８】
　次に、図１３（ｃ）のステップＳ２０２において、画像比較／重畳電圧選択部７０３は
、画像入力切替スイッチ７０６を介して１／２フレームメモリ（Ｂ）から読み出した前回
表示用の画像データ１（Ｄａｔａ１）の電圧レベルと、ラインメモリ７０１から読み出し
た今回表示用の画像データ２（Ｄａｔａ２）の電圧レベルを比較し、その比較結果である
電圧差の絶対値とその１／２画面分の画像データの電圧レベルに基づいてルックアップテ
ーブル（ＬＵＴ）７０４に設定された重畳電圧を選択する。画像比較／重畳電圧選択部７
０３は、選択した重畳電圧を重畳した画像データを重畳電圧出力切替スイッチ７０８を介
してＤ／Ａコンバータ７０５に出力する。次いで、ラインメモリ７０１に順次記憶される
今回表示用の画像データ２により１／２フレームメモリ（Ｂ）を書き換える。
【００９９】
　上記ステップＳ２０２の動作により、Ｄ／Ａコンバータ７０５からは重畳電圧を重畳し
た画像信号がソースドライバ２００に対して出力される。この重畳電圧を重畳した画像信
号により、上記偶数行のゲートラインを駆動する駆動期間に画素Ｂには、共通電極電圧Ｖ
ｃｏｍの極性設定により極性を（＋）に設定した電圧重畳画像信号が書き込まれる。すな
わち、ステップＳ２０２の処理において画素Ｂは「＋ＯＶＥＲ　ｄｒｉｖｅ」となる。
【０１００】
　次に、図１３（ｃ）のステップＳ２０３において、画像比較／重畳電圧選択部７０３は
、画像入力切替スイッチ７０６を介して１／２フレームメモリ（Ａ）から今回表示用の画
像データ２（Ｄａｔａ２）を読み出し、その画像データ２（Ｄａｔａ２）を重畳電圧出力
切替スイッチ７０８を介してＤ／Ａコンバータ７０５に出力する。
【０１０１】
　上記ステップＳ２０３の動作により、Ｄ／Ａコンバータ７０５からは重畳電圧を重畳し
ない通常の画像信号がソースドライバ２００に対して出力される。この画像信号により、
上記奇数行のゲートラインを駆動する２回目の駆動期間に対応する画素Ａには、共通電極
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電圧Ｖｃｏｍの極性設定により極性を（－）に設定した画像信号が書き込まれる。すなわ
ち、ステップＳ２０３の処理において画素Ａは「－ｎｏｒｍａｌ」となる。
【０１０２】
　次に、図１３（ｃ）のステップＳ２０４において、画像比較／重畳電圧選択部７０３は
、画像入力切替スイッチ７０６を介して１／２フレームメモリ（Ｂ）から今回表示用の画
像データ２（Ｄａｔａ２）を読み出し、その画像データ２（Ｄａｔａ２）を重畳電圧出力
切替スイッチ７０８を介してＤ／Ａコンバータ７０５に出力する。
【０１０３】
　上記ステップＳ２０４の動作により、Ｄ／Ａコンバータ７０５からは重畳電圧を重畳し
ない通常の画像信号がソースドライバ２００に対して出力される。この画像信号により、
上記偶数行のゲートラインを駆動する２回目の駆動期間に対応する画素Ｂには、共通電極
電圧Ｖｃｏｍの極性設定により極性を（－）に設定した画像信号が書き込まれる。すなわ
ち、ステップＳ２０４の処理において画素Ｂは「－ｎｏｒｍａｌ」となる。
【０１０４】
　次に、図１３（ｃ）のステップＳ２０５において、画像比較／重畳電圧選択部７０３は
、画像入力切替スイッチ７０６を介して１／２フレームメモリ（Ａ）から読み出した前回
表示用の画像データ２（Ｄａｔａ２）の電圧レベルと、ラインメモリ７０１から読み出し
た今回表示用の画像データ３（Ｄａｔａ３）の電圧レベルを比較し、その比較結果である
電圧差の絶対値とその１／２画面分の画像データの電圧レベルに基づいてルックアップテ
ーブル（ＬＵＴ）７０４に設定された重畳電圧を選択する。画像比較／重畳電圧選択部７
０３は、選択した重畳電圧を重畳した画像データを重畳電圧出力切替スイッチ７０８を介
してＤ／Ａコンバータ７０５に出力する。次いで、ラインメモリ７０１に順次記憶される
今回表示用の画像データ３により１／２フレームメモリ（Ａ）を書き換える。
【０１０５】
　上記ステップＳ２０５の動作により、Ｄ／Ａコンバータ７０５からは重畳電圧を重畳し
た画像信号がソースドライバ２００に対して出力される。この重畳電圧を重畳した画像信
号により、上記奇数行のゲートラインを駆動する駆動期間に画素Ａには、共通電極電圧Ｖ
ｃｏｍの極性設定により極性を（＋）に設定した電圧重畳画像信号が書き込まれる。すな
わち、ステップＳ２０５の処理において画素Ａは「＋ＯＶＥＲ　ｄｒｉｖｅ」となる。
【０１０６】
　以上のように、本実施形態２では、奇数行のゲートラインを駆動する第１ゲートドライ
バ群４００と、偶数行のゲートラインを駆動するゲートドライバ群５００とをＬＣＤパネ
ル６００の左右側部に設けて、１６．６ｍｓ（３３２Ｈ）期間に各ゲートドライバ群を交
互に駆動し、その１６．６ｍｓ（３３２Ｈ）期間毎に画素Ａ及び画素Ｂに印加する画像信
号の極性を反転するようにした。また、その１つ置きの１６．６ｍｓ（３３２Ｈ）期間毎
に、前回表示用の画像データと今回表示用の画像データ間の電圧差の絶対値とその１／２
画面分の画像データの電圧レベルに基づいて重畳電圧を設定するオーバードライブ駆動を
行うようにした。このオーバードライブ駆動では、ラインメモリと、奇数行のゲートライ
ン駆動時と偶数行のゲートライン駆動時に表示する１／２画面分の画像データを別々に記
憶するフレームメモリとを利用して、ラインメモリに記憶した画像データと、１／２フレ
ームメモリに記憶した画像データとを比較し、その比較結果である電圧差の絶対値とその
１／２画面分の画像データの電圧レベルに基づいてルックアップテーブル７０４に設定し
た画像信号に重畳する電圧を選択するようにした。
【０１０７】
　したがって、従来は大型のＴＦＴ液晶表示パネルに適用していたドット反転駆動方法と
オーバードライブ駆動方法を中小型のＴＦＴ液晶表示パネルに対しても適用可能になる。
すなわち、画像データを比較するために複数のフレームメモリを設けることなくオーバー
ドライブ駆動用の重畳電圧を設定可能としたため、中小型のＴＦＴ液晶表示パネルのコス
トを大幅に上げることなく、オーバードライブ駆動方法が利用可能となり、液晶の応答速
度を高速にでき、画像の表示品質も改善することが可能になる。
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【０１０８】
　(実施形態３)
　上記実施形態１及び２では、１６．６ｍｓ（３３２Ｈ）期間に奇数行及び偶数行のゲー
トラインを２回ずつ、又は奇数行及び偶数行のゲートラインを交互に駆動し、その１つ置
きのゲート駆動期間毎、又は１つ置きの１６．６ｍｓ（３３２Ｈ）期間毎に極性反転駆動
とオーバードライブ駆動を行うようにしたが、本実施形態３では、１画面分の画像を表示
する画像表示期間内にゲートドライバを駆動する駆動期間内の水平走査期間毎に画像信号
の極性反転駆動を行うとともに、その１つ置きの駆動期間毎にオーバードライブ駆動を行
うようにしたことに特徴がある。
【０１０９】
　図１４は、本発明の実施形態３における液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
この図１４において、上記図１に示した液晶表示装置１と同一の構成部分には、同一符号
を付してその構成説明を省略する。図示のとおり、この液晶表示装置１０は、電源回路２
０、タイミング制御部１００、ソースドライバ２００、ゲートドライバ群８００、第２ゲ
ートドライバ群５００、Ｖｃｏｍ電圧発生部３００、ＬＣＤパネル６００及び駆動制御部
９００を有する。
【０１１０】
　ゲートドライバ群８００は、図１５に示すように、図中のＬＣＤパネル６００の左側部
に配置される。ゲートドライバ群８００は、水平方向に形成されて垂直方向に配列された
複数のゲートラインを各々駆動するように、複数のゲートドライバ（ゲート駆動部）Ｇ－
Ｄｒ１，Ｇ－Ｄｒ２，Ｇ－Ｄｒ３，Ｇ－Ｄｒ４，Ｇ－Ｄｒ５，・・・，Ｇ－Ｄｒ（ｎ）が
配置される。
【０１１１】
　次に、駆動制御部９００の回路構成を図１６に示して説明する。この図１６において、
上記図３に示した駆動制御部７００と同一の構成部分には、同一符号を付してその構成説
明を省略する。図１６において、駆動制御部９００は、ラインメモリ７０１、フレームメ
モリ９０１、画像比較／重畳電圧選択部９０２、ルックアップテーブル７０４、Ｄ／Ａコ
ンバータ７０５、画像入力切替スイッチ７０６、画像出力切替スイッチ７０７及び重畳電
圧出力切替スイッチ７０８を有する。
【０１１２】
　フレームメモリ９０１は、１画面分の画像データを記憶するメモリ領域を有する。
【０１１３】
　画像比較／重畳電圧選択部９０２は、ラインメモリ７０１から入力される１ライン分の
画像データの電圧レベルと、画像出力切替スイッチ７０７から入力される１画面分の画像
データの電圧レベルを比較し、その比較結果である電圧差の絶対値とその１画面分の画像
データの電圧レベルに基づいてルックアップテーブル７０４に設定された重畳電圧を選択
し、その重畳電圧を重畳した画像データを重畳電圧出力切替スイッチ７０８に出力する。
【０１１４】
　次に、本実施形態３の液晶表示装置１０の動作について説明する。
【０１１５】
　本実施形態３の液晶表示装置１０では、１画面分の画像データを表示する画像表示期間
にゲートドライバ群８００を駆動し、その駆動期間内の水平走査期間毎に画像データの極
性を交互に反転させるドット反転駆動を実行するとともに、１つ置きの駆動期間毎に重畳
電圧を重畳した画像データをソースドライバ２００に出力するオーバードライブ駆動を実
行することに特徴がある。
【０１１６】
　次に、上記図５に示した画素Ａ及び画素Ｂに対して、ドット反転駆動を適用した場合の
動作概要について、図１７に示す模式図を参照して説明する。
【０１１７】
　図１７は、１／２画面分の画像を表示する期間（１６．６ｍｓ）毎に画素Ａに対応する
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奇数行のゲートラインと画素Ｂに対応する偶数行のゲートラインを交互に駆動する際の画
像信号を送る順番を示した図である。
【０１１８】
　次に、本実施形態３の液晶表示装置１０の動作について、図１８に示すタイミングチャ
ートを参照して説明する。
【０１１９】
　まず、図１８において、（ａ）はゲートドライバ群８００に入力されるゲートスタート
信号ＳＴＶ、（ｂ）はゲートドライバ群８００に入力されるクロック信号ＣＫＶ、（ｃ）
は共通電極に印加される共通電極電圧Ｖｃｏｍ、（ｄ）及び（ｅ）はゲートドライバ群８
００内のゲートドライバＧ－Ｄｒ１，Ｇ－Ｄｒ２から出力される走査信号Ｇａｔｅ１，Ｇ
ａｔｅ２、（ｆ）はソースドライバ２００に入力される画像データ、をそれぞれ示す。
【０１２０】
　図１８（ａ）において、ゲートスタート信号ＳＴＶは、図中に示す１画面分の画像を表
示する画像表示期間（図中に示す１６．６ｍｓ（３３２Ｈ））に、タイミング制御部１０
０から１６．６ｍｓの間隔で出力される。
【０１２１】
　図１８（ｂ）において、クロック信号ＣＫＶは、図中に示すように１つのパルス幅が１
水平走査期間（１Ｈ）＝５０μｓである。図１８（ｃ）において、共通電極電圧Ｖｃｏｍ
は、１水平走査期間毎に極性が反転される。
【０１２２】
　図１８（ｄ）及び（ｅ）において、ゲートドライバ群８００内のゲートドライバＧ－Ｄ
ｒ１，Ｇ－Ｄｒ２は、上記ゲートスタート信号ＳＴＶの入力により順次始動して、対応す
る各行のゲートラインに対して走査信号Ｇａｔｅ１，Ｇａｔｅ２を出力する。なお、図１
８（ｄ）及び（ｅ）では、ゲートドライバ群８００内のゲートドライバＧ－Ｄｒ１Ｌ，Ｇ
－Ｄｒ２Ｌの動作のみを示しているが、他のゲートドライバＧ－Ｄｒ３，Ｇ－Ｄｒ４，Ｇ
－Ｄｒ５，・・・，Ｇ－Ｄｒ（ｎ）も同様に駆動される。
【０１２３】
　図１８（ｆ）において、上記水平走査期間に同期して行われる共通電極電圧Ｖｃｏｍの
極性反転により、ソースドライバ２００に対して入力する画像データの極性が設定される
。すなわち、ゲートラインを駆動する駆動期間内の水平走査期間毎に画素Ａ及び画素Ｂに
書き込まれる画像データの極性はドット反転駆動される。なお、図１８において、１つ置
きの駆動期間毎に、オーバードライブ駆動が行われる。
【０１２４】
　次に、本実施形態３の駆動制御部９００の動作について、図１９に示すタイミングチャ
ートを参照して説明する。
【０１２５】
　図１９において、（ａ）は駆動制御部９００からソースドライバ２００に出力される画
像データ、（ｂ）はフレームメモリ９０１に記憶される画像データ、（ｃ）は駆動制御部
９００で行われる動作内容、をそれぞれ示す。
【０１２６】
　図１６の駆動制御部９００において、タイミング制御部１００から入力される画像デー
タは、フレームメモリ７０１に１ライン分ずつ記憶され、ラインメモリ７０１に記憶され
た画像データは、画像入力切替スイッチ７０６の切り替え動作によりフレームメモリ９０
１内に順次記憶される。駆動制御部９００が図１９（ｃ）の動作を開始する前に、フレー
ムメモリ９０１には、前回表示された１画面分の画像データ１（Ｄａｔａ１）が記憶され
た状態で、ラインメモリ７０１には、次回表示する１画面分の画像データ２により１ライ
ン分の画像データ２が入力されて記憶された状態にある。以後の動作では、駆動制御部９
００の動作に合わせて、ラインメモリ７０１及びフレームメモリ９０１には、画像データ
が順次記憶される。
【０１２７】
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　図１９（ｃ）のステップＳ３０１において、画像比較／重畳電圧選択部９０２は、画像
入力切替スイッチ７０６を介してフレームメモリ９０１から読み出した今回表示用の画像
データ１（Ｄａｔａ１）の電圧レベルと、ラインメモリ７０１から読み出した次回表示用
の画像データ２（Ｄａｔａ２）の電圧レベルを比較し、その比較結果である電圧差の絶対
値とその１画面部の画像データの電圧レベルに基づいてルックアップテーブル（ＬＵＴ）
７０４に設定された重畳電圧を選択する。画像比較／重畳電圧選択部９０２は、選択した
重畳電圧を重畳した画像データを重畳電圧出力切替スイッチ７０８を介してＤ／Ａコンバ
ータ７０５に出力する。次いで、ラインメモリ７０１に順次記憶される次回表示用の画像
データ２によりフレームメモリ９０１を書き換える。
【０１２８】
　上記ステップＳ３０１の動作により、Ｄ／Ａコンバータ７０５からは重畳電圧を重畳し
た画像信号がソースドライバ２００に対して出力される。この重畳電圧を重畳した画像信
号により、上記ゲートラインを駆動する駆動期間に画素Ａ，Ｂには、共通電極電圧Ｖｃｏ
ｍの極性設定により極性を水平走査期間毎に反転する電圧重畳画像信号が書き込まれる。
すなわち、ステップＳ３０１の処理において画素ＡＢは「ＯＶＥＲ　ｄｒｉｖｅ」となる
。
【０１２９】
　次に、図１９（ｃ）のステップＳ３０２において、画像比較／重畳電圧選択部９０２は
、画像入力切替スイッチ７０６を介してフレームメモリ９０１から今回表示用の画像デー
タ２（Ｄａｔａ２）を読み出し、その画像データ２（Ｄａｔａ２）を重畳電圧出力切替ス
イッチ７０８を介してＤ／Ａコンバータ７０５に出力する。
【０１３０】
　上記ステップＳ３０２の動作により、Ｄ／Ａコンバータ７０５からは重畳電圧を重畳し
ない通常の画像信号がソースドライバ２００に対して出力される。この画像信号により、
上記ゲートラインを駆動する２回目の駆動期間に対応する画素Ａ，Ｂには、共通電極電圧
Ｖｃｏｍの極性設定により極性を水平走査期間毎に反転する画像信号が書き込まれる。す
なわち、ステップＳ３０２の処理において画素ＡＢは「ｎｏｒｍａｌ」となる。
【０１３１】
　次に、図１９（ｃ）のステップＳ３０３において、画像比較／重畳電圧選択部９０２は
、画像入力切替スイッチ７０６を介してフレームメモリ９０１から読み出した今回表示用
の画像データ２（Ｄａｔａ２）の電圧レベルと、ラインメモリ７０１から読み出した次回
表示用の画像データ３（Ｄａｔａ３）の電圧レベルを比較し、その比較結果である電圧差
の絶対値とその１画面分の画像データの電圧レベルに基づいてルックアップテーブル（Ｌ
ＵＴ）７０４に設定された重畳電圧を選択する。画像比較／重畳電圧選択部９０２は、選
択した重畳電圧を重畳した画像データを重畳電圧出力切替スイッチ７０８を介してＤ／Ａ
コンバータ７０５に出力する。次いで、ラインメモリ７０１に順次記憶される次回表示用
の画像データ３によりフレームメモリ９０１を書き換える。
【０１３２】
　上記ステップＳ３０３の動作により、Ｄ／Ａコンバータ７０５からは重畳電圧を重畳し
た画像信号がソースドライバ２００に対して出力される。この重畳電圧を重畳した画像信
号により、上記ゲートラインを駆動する駆動期間に画素Ａ，Ｂには、共通電極電圧Ｖｃｏ
ｍの極性設定により極性を水平走査期間毎に反転する電圧重畳画像信号が書き込まれる。
すなわち、ステップＳ３０３の処理において画素ＡＢは「ＯＶＥＲ　ｄｒｉｖｅ」となる
。
【０１３３】
　以上のように、本実施形態３では、ゲートラインを駆動するゲートドライバ群８００を
ＬＣＤパネル６００の左側部に設けて、ゲートドライバ群を駆動する１画面分のゲート駆
動期間内の水平走査期間毎にドット反転駆動を行うようにした。また、その１つ置きのゲ
ート駆動期間毎に、今回表示用の画像データと次回表示用の画像データ間の電圧差の絶対
値とその１画面分の画像データの電圧レベルに基づいて重畳電圧を設定するオーバードラ
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イブ駆動を行うようにした。このオーバードライブ駆動では、ラインメモリ７０１と、各
行のゲートライン駆動時に表示する１画面分の画像データを記憶するフレームメモリ９０
１とを利用して、ラインメモリ７０１に記憶した画像データと、フレームメモリ９０１に
記憶した画像データとを比較し、その比較結果である電圧差の絶対値とその１画面分の画
像データの電圧レベルに基づいてルックアップテーブル７０４に設定した画像信号に重畳
する電圧を選択するようにした。
【０１３４】
　したがって、従来は大型のＴＦＴ液晶表示パネルに適用していたドット反転駆動方法と
オーバードライブ駆動方法を中小型のＴＦＴ液晶表示パネルに対しても適用可能になる。
すなわち、画像データを比較するために複数のフレームメモリを設けることなくオーバー
ドライブ駆動用の重畳電圧を設定可能としたため、中小型のＴＦＴ液晶表示パネルのコス
トを大幅に上げることなく、オーバードライブ駆動方法が利用可能となり、液晶の応答速
度を高速にでき、画像の表示品質も改善することが可能になる。なお、本実施形態３では
、ゲートドライバ群８００をＬＣＤパネル６００の片側に設けた場合示したが、これに限
るものではなく、上記実施形態１に示したようなゲートドライバ群をＬＣＤパネル６００
の左右側部に設けた場合においても、本実施形態３の駆動方法は適用可能である。
【０１３５】
　(実施形態４)
　本実施形態４では、上記実施形態１の図１に示した液晶表示装置１に対して、上記実施
形態３の図１６に示した画像比較／重畳電圧選択部９０２を適用して、１画面分の画像を
表示する画像表示期間内の水平走査期間毎に画像データの極性を反転するドット反転駆動
を実行するとともに、その１つ置きの画像表示期間毎にオーバードライブ駆動を実行する
ことに特徴がある。
【０１３６】
　本実施形態４の液晶表示装置１の構成は、上記図１に示した液晶表示装置１と同一であ
り、画像比較／重畳電圧選択部の構成は、上記図１６に示した画像比較／重畳電圧選択部
９０２と同一であるため、図示及び構成説明は省略する。
【０１３７】
　次に、本実施形態４の液晶表示装置の動作について、図２０に示すタイミングチャート
を参照して説明する。
【０１３８】
　図２０において、（ａ）は第１ゲートドライバ群４００に入力される第１ゲートスター
ト信号ＳＴＶＬ、（ｂ）は第２ゲートドライバ群５００に入力される第２ゲートスタート
信号ＳＴＶＲ、（ｃ）は第１ゲートドライバ群４００及び第２ゲートドライバ群５００に
入力されるクロック信号ＣＫＶ、（ｄ）は共通電極に印加される共通電極電圧Ｖｃｏｍ、
（ｅ）及び（ｆ）は第１ゲートドライバ群４００内の第１のゲートドライバＧ－Ｄｒ１Ｌ
，Ｇ－Ｄｒ２Ｌから出力される走査信号Ｇａｔｅ１Ｌ，Ｇａｔｅ２Ｌ、（ｇ）及び（ｈ）
は第２ゲートドライバ群５００内の第２のゲートドライバＧ－Ｄｒ１Ｒ，Ｇ－Ｄｒ２Ｒか
ら出力される走査信号Ｇａｔｅ１Ｒ，Ｇａｔｅ２Ｒ、（ｉ）はソースドライバ２００に入
力される画像データ、をそれぞれ示す。
【０１３９】
　図２０（ａ）において、第１ゲートスタート信号ＳＴＶＬは、図中に示す１画面分の画
像を表示する画像表示期間（図中に示す１６．６ｍｓ（３３２Ｈ））に、タイミング制御
部１００から１６．６ｍｓの間隔で出力される。図２０（ｂ）において、第２ゲートスタ
ート信号ＳＴＶＲは、上記第１ゲートスタート信号ＳＴＶＬの各パルスが出力された直後
にパルスがタイミング制御部１００から出力される。さらに、第２ゲートスタート信号Ｓ
ＴＶＲもタイミング制御部１００からの間隔で出力される。
【０１４０】
　図２０（ｃ）において、クロック信号ＣＫＶは、図中に示すように１つのパルス幅が１
水平走査期間（１Ｈ）＝５０μｓであり、ゲートライン数分のパルスが出力される。図２
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０（ｄ）において、共通電極電圧Ｖｃｏｍは、１水平走査期間毎に極性が反転される。
【０１４１】
　図２０（ｅ）及び（ｆ）において、第１ゲートドライバ群４００内の第１のゲートドラ
イバＧ－Ｄｒ１Ｌ，Ｇ－Ｄｒ２Ｌは、上記第１ゲートスタート信号ＳＴＶＬの入力により
順次始動して、対応する各奇数行のゲートラインに対して走査信号Ｇａｔｅ１Ｌ，Ｇａｔ
ｅ２Ｌを出力する。図２０（ｇ）及び（ｈ）において、第２ゲートドライバ群５００内の
第２のゲートドライバＧ－Ｄｒ１Ｒ，Ｇ－Ｄｒ２Ｒは、上記第２ゲートスタート信号ＳＴ
ＶＲの入力により順次始動して、対応する各偶数行のゲートラインに対して走査信号Ｇａ
ｔｅ１Ｒ，Ｇａｔｅ２Ｒを出力する。なお、図２０（ｅ）及び（ｆ）では、第１ゲートド
ライバ群４００内の第１のゲートドライバＧ－Ｄｒ１Ｌ，Ｇ－Ｄｒ２Ｌの動作のみを示し
ているが、他の第１のゲートドライバＧ－Ｄｒ３Ｌ，・・・，Ｇ－Ｄｒ（ｎ/２）も同様
に駆動される。また、図２０（ｇ）及び（ｈ）では、第２ゲートドライバ群５００内の第
２のゲートドライバＧ－Ｄｒ１Ｒ，Ｇ－Ｄｒ２Ｒの動作のみを示しているが、他の第２の
ゲートドライバＧ－Ｄｒ３Ｒ，・・・，Ｇ－Ｄｒ（ｎ/２）Ｒも同様に駆動される。
【０１４２】
　図２０（ｉ）において、上記第１ゲートドライバ群４００及び上記第２ゲートドライバ
群５００の各駆動期間内の水平走査期間毎に行われる共通電極電圧Ｖｃｏｍの極性反転に
より、ソースドライバ２００に対して入力する画像データの極性が設定される。すなわち
、奇数行のゲートラインを駆動する駆動期間及び偶数行のゲートラインを駆動する駆動期
間内の水平走査期間毎に画素Ａ及び画素Ｂに書き込まれる画像データの極性はドット反転
駆動される。
【０１４３】
　次に、本実施形態４の駆動制御部の動作は、上記図１９に示すタイミングチャートと同
様であるため説明を省略する。
【０１４４】
　以上のように、本実施形態４では、上記実施形態１の図１に示した液晶表示装置１に対
して、上記実施形態３の図１６に示した画像比較／重畳電圧選択部９０２を適用して、１
画面分の画像を表示する画像表示期間内の水平走査期間毎に画像データの極性を反転する
ドット反転駆動を実行するとともに、その１つ置きの画像表示期間毎にオーバードライブ
駆動を実行するようにした。
【０１４５】
　したがって、従来は大型のＴＦＴ液晶表示パネルに適用していたドット反転駆動方法と
オーバードライブ駆動方法を中小型のＴＦＴ液晶表示パネルに対しても適用可能になる。
すなわち、画像データを比較するために複数のフレームメモリを設けることなくオーバー
ドライブ駆動用の重畳電圧を設定可能としたため、中小型のＴＦＴ液晶表示パネルのコス
トを大幅に上げることなく、オーバードライブ駆動方法が利用可能となり、液晶の応答速
度を高速にでき、画像の表示品質も改善することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【０１４６】
【図１】本発明の実施形態１に係る液晶表示装置の構成を示す図である。
【図２】本発明の実施形態１に係るＬＣＤパネルの構成を示す図である。
【図３】本発明の実施形態１に係る駆動制御部の構成を示す図である。
【図４】本発明の実施形態１に係る液晶に印加する電圧を変化させたときの液晶の透過率
変化の一例を示す図である。
【図５】本発明の実施形態１に係るＬＣＤパネルの画素配列を模式的に示す図である。
【図６】本発明の実施形態１に係る奇数行のゲートラインと偶数行のゲートラインを交互
に駆動することを模式的に示した図である。
【図７】本発明の実施形態１に係るドット反転駆動の様子を模式的に示した図である。
【図８】本発明の実施形態１に係る液晶表示装置の（ａ）は第１ゲートドライバ群に入力
される第１ゲートスタート信号ＳＴＶＬ、（ｂ）は第２ゲートドライバ群に入力される第
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２ゲートスタート信号ＳＴＶＲ、（ｃ）は第１ゲートドライバ群及び第２ゲートドライバ
群に入力されるクロック信号ＣＫＶ、（ｄ）は共通電極に印加される共通電極電圧Ｖｃｏ
ｍ、（ｅ）及び（ｆ）は第１ゲートドライバ群内の第１のゲートドライバＧ－Ｄｒ１Ｌ，
Ｇ－Ｄｒ２Ｌから出力される走査信号Ｇａｔｅ１Ｌ，Ｇａｔｅ２Ｌ、（ｇ）及び（ｈ）は
第２ゲートドライバ群内の第２のゲートドライバＧ－Ｄｒ１Ｒ，Ｇ－Ｄｒ２Ｒから出力さ
れる走査信号Ｇａｔｅ１Ｒ，Ｇａｔｅ２Ｒ、（ｉ）はソースドライバ２００に入力される
画像データ、をそれぞれ示すタイミングチャートである。
【図９】本発明の実施形態１に係る駆動制御部の（ａ）は駆動制御部からソースドライバ
に出力される画像データ、（ｂ）は１／２フレームメモリ（Ａ）（Ｂ）に記憶される画像
データ、（ｃ）はドット反転駆動に同期して駆動制御部で行われる動作内容、をそれぞれ
示すタイミングチャートである。
【図１０】本発明の実施形態１に係る他のドット反転駆動の様子を模式的に示した図であ
る。
【図１１】本発明の実施形態２に係るドット反転駆動の様子を模式的に示した図である。
【図１２】本発明の実施形態２に係る液晶表示装置の（ａ）は第１ゲートドライバ群に入
力される第１ゲートスタート信号ＳＴＶＬ、（ｂ）は第２ゲートドライバ群に入力される
第２ゲートスタート信号ＳＴＶＲ、（ｃ）は第１ゲートドライバ群及び第２ゲートドライ
バ群に入力されるクロック信号ＣＫＶ、（ｄ）は共通電極に印加される共通電極電圧Ｖｃ
ｏｍ、（ｅ）及び（ｆ）は第１ゲートドライバ群内の第１のゲートドライバＧ－Ｄｒ１Ｌ
，Ｇ－Ｄｒ２Ｌから出力される走査信号Ｇａｔｅ１Ｌ，Ｇａｔｅ２Ｌ、（ｇ）及び（ｈ）
は第２ゲートドライバ群内の第２のゲートドライバＧ－Ｄｒ１Ｒ，Ｇ－Ｄｒ２Ｒから出力
される走査信号Ｇａｔｅ１Ｒ，Ｇａｔｅ２Ｒ、（ｉ）はソースドライバに入力される画像
データ、をそれぞれ示すタイミングチャートである。
【図１３】本発明の実施形態２に係る液晶表示装置の（ａ）は駆動制御部からソースドラ
イバに出力される画像データ、（ｂ）は１／２フレームメモリ（Ａ）（Ｂ）に記憶される
画像データ、（ｃ）はドット反転駆動に同期して駆動制御部で行われる動作内容、をそれ
ぞれ示すタイミングチャートである。
【図１４】本発明の実施形態３に係る液晶表示装置の構成を示す図である。
【図１５】本発明の実施形態３に係るＬＣＤパネルの構成を示す図である。
【図１６】本発明の実施形態３に係る駆動制御部の構成を示す図である。
【図１７】本発明の実施形態３に係るドット反転駆動の様子を模式的に示した図である。
【図１８】本発明の実施形態３に係る液晶表示装置の（ａ）はゲートドライバ群に入力さ
れるゲートスタート信号ＳＴＶ、（ｂ）はゲートドライバ群に入力されるクロック信号Ｃ
ＫＶ、（ｃ）は共通電極に印加される共通電極電圧Ｖｃｏｍ、（ｄ）及び（ｅ）はゲート
ドライバ群内のゲートドライバＧ－Ｄｒ１，Ｇ－Ｄｒ２から出力される走査信号Ｇａｔｅ
１，Ｇａｔｅ２、（ｆ）はソースドライバに入力される画像データ、をそれぞれ示すタイ
ミングチャートである。
【図１９】本発明の実施形態３に係る液晶表示装置の（ａ）は駆動制御部からソースドラ
イバに出力される画像データ、（ｂ）はフレームメモリに記憶される画像データ、（ｃ）
は駆動制御部で行われる動作内容、をそれぞれ示すタイミングチャートである。
【図２０】本発明の実施形態４に係る液晶表示装置の（ａ）は第１ゲートドライバ群に入
力される第１ゲートスタート信号ＳＴＶＬ、（ｂ）は第２ゲートドライバ群に入力される
第２ゲートスタート信号ＳＴＶＲ、（ｃ）は第１ゲートドライバ群及び第２ゲートドライ
バ群に入力されるクロック信号ＣＫＶ、（ｄ）は共通電極に印加される共通電極電圧Ｖｃ
ｏｍ、（ｅ）及び（ｆ）は第１ゲートドライバ群内の第１のゲートドライバＧ－Ｄｒ１Ｌ
，Ｇ－Ｄｒ２Ｌから出力される走査信号Ｇａｔｅ１Ｌ，Ｇａｔｅ２Ｌ、（ｇ）及び（ｈ）
は第２ゲートドライバ群内の第２のゲートドライバＧ－Ｄｒ１Ｒ，Ｇ－Ｄｒ２Ｒから出力
される走査信号Ｇａｔｅ１Ｒ，Ｇａｔｅ２Ｒ、（ｉ）はソースドライバに入力される画像
データ、をそれぞれ示すタイミングチャートである。
【符号の説明】
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【０１４７】
　　１　　液晶表示装置
　　１００　　タイミング制御部
　　２００　　ソースドライバ
　　３００　　駆動電圧発生部
　　４００　　第１ゲートドライバ群
　　５００　　第２ゲートドライバ群
　　６００　　ＬＣＤパネル
　　７００、９００　　駆動制御部
　　７０１　　ラインメモリ
　　７０２、９０１　　フレームメモリ
　　７０３、９０２　　画像比較／重畳電圧選択部
　　７０４　　ルックアップテーブル
　　７０５　　ＤＡＣ
　　７０６　　画像入力切替スイッチ
　　７０７　　画像出力切替スイッチ
　　７０８　　重畳電圧出力切替スイッチ
　　８００　　ゲートドライバ群

【図１】 【図３】
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【図１２】 【図１３】
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摘要(译)

要解决的问题：提供适用于中型和/或小型TFT液晶显示器（LCD）面板
的点反转驱动方法和过驱动驱动方法，并提供其中介质的显示质量的
LCD装置和/或紧凑的TFT LCD面板得到改善并且功耗降低。解决方案：
驱动偶数栅极线的第一栅极驱动器组400和驱动偶数栅极线的栅极驱动器
组500设置在左右两侧LCD面板600的侧面部分和点反转驱动由用于驱动
每个栅极驱动器组的半屏的每个栅极驱动周期执行。另外，基于这次要
显示的图像数据之间的电压差的绝对值和下次要显示的图像数据来设置
重叠电压的过驱动驱动由驱动控制部分通过每个交替的点反转驱动周期
来执行。 700。
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